
新たな施設整備への考え方（試案）

※2024.3.5時点
第    ２    種 第    ３    種 第    ４    種 現行施設

400m 400m 400m 400m 400m

＋1/10,000以内 ＋1/10,000以内 ＋各40mm以内

● ● ●

1ﾚｰﾝの幅 1m220 1m220 1m220 1m220 1m250

8または9レーン

⻑さ115m以上

8レーン

⻑さ114m以上

6レーン以上

⻑さ114m以上

● ● ●

8または9レーン 6レーン以上 4レーン以上

● ● ●

必要 無くても可 無くても可

● ●

全天候舗装の競技場があることが望ましい 無くても可 無くても可

● ●

施設数：3以上 施設数：1以上 施設数：1以上

● ●

施設数：4以上 施設数：1以上 施設数：1以上

● ●

施設数：6以上 施設数：1以上 施設数：1以上

● ●

施設数：1以上 施設数：1以上 施設数：1以上

● ● ●

施設数：2 施設数：1以上 施設数：1以上

● ●

施設数：2 施設数：1以上 施設数：1以上

● ●

5,000人以上（芝生席を含む） 相当数 相当数

● ●

100人以上収容し得ること 利用できる設備があることが望ましい 無くても可

● ●

設備することが望ましい 無くても可 無くても可

● ●

全天候舗装の施設を要する 全天候舗装の施設を要する 土質でも可

● ● ●

天然芝・投てき実施可能な人工芝とする 天然芝・投てき実施可能な人工芝とする 天然芝・投てき実施可能な人工芝・土質とする

● ● ●

設備を要する 設備があることが望ましい 無くても可

● ● ●

男女各２ヵ所以上 利用できる設備があることが望ましい 無くても可

● ●

降雨直後の使用が可能なこと

砂場、芝生等の管理に必要な数

降雨直後の使用が可能なこと

砂場、芝生等の管理に必要な数
無くても可

● ● ●

競技場の荒廃毀損を防ぎ競技会の際の混雑防止し

得る程度の堅牢な境界が必要
無くても可 無くても可

● ●

観客席からみだりに競技場内に出入りできないように

設備する
無くても可 無くても可

● ●

※新たな施設整備の考え方における整備が公認種別に合致する場合に「●」を表示

投てき実施可能な人工芝

公認種別に合わせて設定

加盟団体等が主催する競技会 加盟団体等が主催する競技会・記録会

無し

施設数：2

照明設備、暑さ対策設備（簡易な庇）、管理棟

（電気機器等）、本部棟（詰所等）

→

8レーン

⻑さ115m以上

8レーン

加盟団体等が主催する選手権大会及び主要な競技

大会、日本陸連が承認し主催する競技会

無し

有り

有り

有り

公認種別に合わせて設定

収容人数は今後設定

（簡易なスタンド、芝生スタンドを使用）

有り

無し

全天候舗装

施設数：2

施設数：2

概ね5,000人規模、屋根はない

男女合わせ80㎡程度、概ね充足

無し

管理棟

土質系舗装

放送設備有

無し

有り

植栽や柵有り

有り

＋1/10,000以内

障害物競走設

備

走路
直走路

曲走路

10レーン

⻑さ115m

8レーン

有り

棒高跳

走幅跳

三段跳

施設数：２

施設数：２

無し

無し

施設数：１走高跳

施設数：１

施設数：１

施設数：１

1周の距離

距離の公差

その他

収容人員

砲丸

円盤，ハ

ンマー

やり投

更衣室

投て

き場

公認種別への適合の考え方（参考）

競技場の撤排水

設備

インフィールド

競技場にて開催

できる競技会の種

別の標準

観客席とトラックと

の間の境界

競技場と場外との

境界

浴場またはシャ

ワー室

雨天走路

電気機器等の配

管

トラックとフィール

ドﾞの舗装材

有り（放送設備・写真判定装置）

補助競技場

施設数：2

施設数：2

施設数：2

跳躍

場
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